
 
 
 

目   次 
 
    
 
 Ⅰ．総括研究報告 
  
   健康危機発生時における行政の効果的なリスクコミュニケーション 
   についての研究                                1 
         冨尾 淳 
 
 
 Ⅱ．分担研究報告 
 

１. EOCにおけるリスクコミュニケーション機能の検討    10 

  齋藤 智也、加藤 美生、小林 望 

     （資料）  
  ①-1 患者向け啓発資材1 セルフケア 

①-2 患者向け啓発資材２ 他の人への感染を防ぐために 
①-3 患者向け啓発資材3 あなたが接触者へ知らせるときに思ったら  
② 保健所向けリスクコミュニケーションおよびコミュニティ 

   エンゲージメントの実践－サル痘 

  

２. 行政のリスクコミュニケーションの要素の整理、行政のリスク  26 

    コミュニケーションモデルの開発   

          和田 耕治 

 

３. 地方自治体のリスクコミュニケーションの現状と課題の検討        30 

    中里 栄介 

 

４. 地方自治体（中核市）のリスクコミュニケーションの現状と課題の検討 34 

  豊田 誠 

 

５. 地方自治体のリスクコミュニケーションの実態調査と行政のリスク  37 

           コミュニケーションモデルの開発  

奥田 博子、冨尾 淳 

     （資料） 地方自治体（保健衛生部局）の健康危機に関するリスク 
コミュニケーションの体制等の実態調査（予備調査） 
 

６．海外の行政機関等におけるリスクコミュニケーションに関する情報収集 51 

     竹田 飛鳥、冨尾 淳  

     （資料）   
資料１ 各指標の「技術に関する質問」の回答として当てはまる 

可能性がある各国の評価コメント（上位３か国） 
資料２ 各指標の「技術に関する質問」の回答として当てはまる 

可能性がある各国の評価コメント（米国、カナダ、オーストラリア） 
 
  
 
  Ⅲ．研究成果の刊行に関する一覧表       80 
 
 
  Ⅳ．倫理審査等報告書の写し        81 




